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まえがき 

 

交通荷重に起因する道路橋のコンクリート系床版の損傷は、道路橋の主要な架替要因の

一つであり、コンクリート系床版の損傷メカニズムや疲労耐久性向上策に関する研究はこ

れまでにも数多く実施されてきている。道路橋のコンクリート系床版の疲労耐久性につい

ては、近年、輪荷重走行試験による疲労試験方法が開発され、実験における輪荷重の移動

と破壊の関係に関して推定している。しかしながら、この方法はあくまでも耐久性が明ら

かになっている床版との相対的な比較による評価であり、疲労耐久性の絶対評価は行えな

い。このため近年コスト縮減等の観点などから多数提案されてきている新形式の床版に対

する疲労耐久性評価に対して、その結果の実橋条件における疲労耐久性については必ずし

も明確でない。 

このような背景から、本研究ではコンクリート系床版の疲労耐久性について、床版コン

クリートはコンクリート要素が材料的に疲労によって損傷し、鉄筋などの鋼材はその応力

状態に依存して鋼材としての疲労現象によって損傷し、それぞれの現象が並行して独立に

生じていくものと仮定し、それぞれの材料的な疲労耐久性の定量的な評価を組み合わせる

ことで床版全体としての疲労耐久性を評価する普遍性の高い手法の開発を検討した。 
本報告書は、平成１６年から約２ヵ年で、国土交通省国土技術政策総合研究所、大阪大

学、九州工業大学、（社）日本橋梁建設協会の４者で行った共同研究としての成果につい

てとりまとめたものである。 
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